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人口動態の概要 

 

２０２１（令和３）年の郡山市の人口動態の概要は、以下のとおり。 

 

１ 出生 

  出生数は２，２２４人で、前年の２，３０１人より７７人減少し、出生率（人口千対）は６．８で、前年の７．１を０．３ポイント

下回っている。 

 

２ 死亡 

  死亡数は３，５７１人で、前年の３，４９９人より７２人増加し、死亡率（人口千対）は１０．９で、前年の１０．８を０．１ポイ

ント上回っている。 

 

(１) 死因別死亡数 

２０２１（令和３）年の総死亡者数を主要死因別にみると、第１位が悪性新生物で９４８人、第２位が心疾患で５３１人、第３

位が老衰４１８人となっている。 

 

(２) 生活習慣病疾患 

生活習慣病起因の疾患（悪性新生物、心疾患、脳血管疾患）による死亡者数は１，７７３人で、前年の１，６９５人より７８人

増加し、総死亡者数の４９．６％と高い割合を占めている。 

 

(３) 悪性新生物 

悪性新生物による死亡者数は９４８人で、前年の９２０人より１８人増加し、総死亡者数の２６．５％を占めている。部位別に

みると死亡者数の最も高い部位は気管・気管支及び肺で悪性新生物死亡者の２１．６％を占め、次いで、胃が１１．３％、膵臓１

０．２％、結腸９．２％、肝のう５．６％、肝臓５．５％、直腸及びＳ字結腸４．４％、乳房３．５％の順になっている。 

 

(４) 乳児死亡 

乳児（生後１年未満）死亡数は８人で、前年の５人より３人増加している（出生千対３．６）。 

なお、県全体は２５人で、前年の２８人より３人減少している（出生千対２．３）。 

 

(５) 新生児死亡 

新生児（生後４週未満）死亡数は４人で、前年の１人より３人増加している（出生千対１．８）。 

なお、県全体は１３人で、前年の１１人より２人増加している（出生千対１．２）。 

 

３ 自然増加 

自然増加数（出生数から死亡数を引いたもの）は△１，３４７人で、前年の△１，１９８人より１４９人減少した。 

 

４ 死産 

  死産胎数は５４胎で、前年の５９胎より５胎減少している。 

   

５ 周産期死亡 

  周産期死亡（妊娠２２週以後の死産＋早期新生児死亡）数は１０件で、前年の７件より３件増加した。 

  

６ 婚姻 

  婚姻件数は１，３８５件で，前年の１，４０４件より１９件減少した。 

 

７ 離婚 

  離婚件数は５１８件で，前年の５７３件より５５件減少した。 

 

 

 

 




































